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研究成果の概要 

本研究課題「安全なデータ共有・協調型自動運転システムの開発」の実現のために、これまで

自動運転車の開発・データ収集基盤の開発・整備・自動運転車同士の協調機構の開発・信号機

認識技術の開発・セキュリティ&プライバシー観点からの議論・データ整備に取り組んできた。本年

度は特に信号機認識のために日本の公道からのデータ取得・機械学習パイプラインの整備に力を

入れた。本研究成果を基に IEEE VNCにて研究発表を行った他、国内でも人工知能学会全国大

会（JSAI）、データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM）にて研究発表を行っている。

公開されているデータセットの多くが米国・中国の道路環境・運転環境に関するものであることか

ら、本研究で収集した走行データは日本国内での自動運転を達成するためにも非常に重要である

と考えられる。また本手法ではカメラ画像からの信号機・交通制御流の識別を実現しているため、

社会実装が進めば新しい交通インフラ・ハードウェアの必要のない低コスト・安定的なシステムとし

て活用できることが期待される。 

また生成 AI・LLM（大規模言語モデル）の出現に伴い、世界初の生成 AIで動く自動運転車を

開発・発表し、arXivにて論文発表も行った。本システムはユーザが音声により指示を与え、LLM

が指示に基づいた行動決定を行っている点で非常に独創性に富んだシステムである。LLM・生成

AIが運転行動の決定に携わるため、道路上のエッジケース・稀に見るイベントへの対応も可能に

なる。一方で、計算機資源の限界からクラウド環境を使うことを強いられ、このためシステムレスポン

ス性・応答性に大きな技術的障壁があることも明らかとなった。本成果物はテレビ東京・NHK・日本

経済新聞に取り上げられるなどメディアでの大きく取り上げられた。 

更に、自動運転システムが収集するデータ・システムにおけるセキュリティ脆弱性の評価・検討

やプライバシー脅威の分析を行い、PASTA1.0等を用いた実験を行っている。データ取得が完了

次第、ディスカッションペーパー・ポジションペーパーとして発表する予定である。 
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